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One To One型プラットフォームとは何か

ひとりひとりの状況やニーズを理解し、双方向の情報交
換により、安心社会を実現するネットワークシステム

安心社会の条件のひとつは、環境すなわち人と自然の関
係と、その仕組みをよく知り、何が起こるかを予見でき
ること



  

地球温暖化 危機

原因 結果
ストップ！
地球温暖化！

わかりやすい！
でも現実世界では

地球温暖化問題との関係→地球温暖化寄附研究部門



  

地球温暖化問題との関係→危機から要因を探る

地球温暖化 危機

要因

要因要因

要因
個々の要因の重
要性の相対化



  

地球温暖化問題との関係→個々の問題の相対化

地球温暖化 危機

要因

要因要因

要因
それでも危機は
避けなければな
らない

対策の優先
順位は？
どうやって
探すか？

？



  

解決すべき問題は？　ハリケーンカトリーナ災害の例

ニューズウィーク日本版　2005.9.14

地球温暖化
との関係は？

2005年8月、
ニューオーリンズは

並のサイズのハリケーン
に見舞われた



  

強烈なハリケーンは増えている？

●90年代半ばまでは増えている
　（最大風速は変わっていない）
　→IPCCでは傾向は認められるとしている

カトリーナは上陸時には普通のハリケーン

なぜ、未曾有の災害になったか？

●堤防が決壊したこと
　ただし、堤防はカテゴリー３が基準
●続いて、ハリケーンリタが襲来

（大楽・水谷・佐藤、2006；Webster et al., 2005)

(牧・林、2006)

“ハリケーンカトリーナ災害”の教訓

温暖化と
直接関係
はない



  

海岸侵食（ニューズウィーク日本版　2005.9.14）

浸水深の分布(牧・林、2006)

ニューオーリンズは三角州（デルタ）の上に発達した都市
土地の性質を知らなかった．．．教訓

（大楽・水谷・佐藤、2006)

ミシシッピデルタの地形分類(上)と、地盤
高分布(下）（水谷武司原図）

茶系が0メートル地帯

要因の認識を誤る
と対策も誤る

沖積低地



  

One To One型プラットフォームで何を伝えるか

●誰かが私を守ってくれる
　→守ってくれないかも知れない

●何かが起こったらどうすればいいか
　→何を知っておけばよいか

　ハザードマップ
　　危険情報、避難場所情報、救援情報、．．．

　土地の性質
　　何をしていいのか、何をしてはいけないのか

災害に対する
工学的適応の
限界を経験！

行政

WNI
CEReS



  

ImageWebServerによる高解像度画像情報の発信

●空間情報として発信

　地図の上で考える
　災害は地域性により特徴が決まる

●歴史情報の発信

　その場所はもとは何だったのか　
　土地の性質を伝える

●知識情報の発信・受信

　大学発の情報を付加して発信
　地域の情報を受信

　

Google
Earthを
想像して
ください

One To One



  

降雨時の浸水

宅地の不等沈下

ALOS　PRISM 2009

1960年代斜め写真

　　　浜田川

腐敗研究所跡地

大正6年

大正6年

身近にある危機

●

●



  

WEBによる情報発信・・・プロトタイプシステムの紹介をします

http://dbx.cr.chiba-u.jp/GDES/index.html, http://www.cr.chiba-u.jp/地理情報データベースへ

http://dbx.cr.chiba-u.jp/GDES/index.html


  
沖積層の厚さ、盛り土の分布・・・地震時の震動、　砂州・・・豪雨時の安全地帯、　．．．

国土調査成果図表の利用・・・地形の成因は地盤の安定性を語る

豪雨時の浸水可能性

砂州：冠水し難い

沖積層の厚さ(青線）

盛り土

盛り土

八幡

市川

この画面が
昨年の成果

地質図 地形分類図

主題図情報
の発信



  
（Yahoo ニュース　写真）

平成18年豪雨－7月18日に長野県岡谷市湊地区で土石流発生
もし、土地条件を知っていたら？
土地条件図：土地の生い立ちや性状、地盤の高低、干拓・
埋立の歴史などをあらかじめ調査しておけば、洪水や高潮
などが発生した場合、何処がどのような被害をうけるか
を、かなりの程度まで推定できる

地形分類図では崖錐

国土調査成果図表は千葉大学
がダウンロードセンター

（Google　Earth　を越えたいと思っているのですが．．．)

沖積錐
土石流扇状地

フォッサマグナ
糸静線

こんな情報を伝えたい



  

地域で起きている環境変化・・・鳥の目で発見

上総丘陵におけるゴルフ場の建設と山砂の採取→何が変わったか



  

過去30年以上にわたって蓄積された衛星画像・・・歴史情報

画像には多くの情報が含まれる・・・判読の重要性

地球温暖化の
現場検証

どこで、何が
起きているのか！

地球温暖化問題は
地域における人と
自然の関係の問題



  

衛星画像は多くの方々に見ていただくことが重要
異分野協働による新しい知識生産、これがモード２
Collaboration between RS technique and field knowledge 

http://dbx.cr.chiba-u.jp/
http://wms.cr.chiba-u.jp/IWS/GeocoverIWS/

多くの眼で
画像を見る
　　↓
重要な変化
の発見

1990                      2000
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熱帯林を守るには
WTO見直し！

http://dbx.cr.chiba-u.jp/


  

1990年頃 2000年頃

侵食の原因＝
自然の営み

災害要因＝
人口問題
社会問題

河道の変遷と海岸侵食
- バングラディシュ、ガンジス河河口地域-

ステレオタイプ
からの脱却！



  

これまでの成果

●プロトタイプシステムの制作

今後なすべきこと

●安全・安心情報の付加

●親しみやすい画面設計

●双方向コミュニケーション機能



  

このシステムで何がわかるのですか？

　いろいろなことがわかる！
　環境学があるとしたら、小さな成果の積み重ね

環境問題を解決するとは？

　地域における人と自然の関係を修復すること
　世界を良くする普遍的な方法はない！？

自然災害の不安から逃れるには

　地域における自然の営み、土地の性質を知ること

陸読み　One To One型プラットフォーム
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